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問　

市
の
介
護
行
政
に
つ
い
て
。

答　

埼
玉
県
内
10
の
老
人
福
祉
圏
域
に

分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
児
玉
圏
域
に
次

ぎ
、
施
設
整
備
が
さ
れ
て
い
る
。

　

セ
メ
ン
ト
工
場
跡
地
に
複
合
多
面
的

な
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の
拡

大
、
地
産
地
消
と
い
う
点
で
は
大
変
有

効
な
手
段
で
あ
り
、
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
も
、
重
要
な
問
題
と
考
え
て
い

る
。
施
設
か
ら
在
宅
へ
、
を
柱
に
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
に
努
め
た
い
。

問　

市
道
の
認
定
と
救
済
に
つ
い
て
。

答　

市
町
村
道
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

各
自
治
体
の
自
主
性
に
任
さ
れ
て
お
り
、

市
道
な
ど
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
道

路
で
あ
り
、
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
道
路

用
地
の
所
有
関
係
が
複
雑
な
場
合
も
あ

り
、
私
道
の
舗
装
な
ど
の
整
備
に
は
市

の
「
私
道
整
備
事
業
補
助
金
交
付
金
要

綱
」
に
該
当
す
る
場
合
、
工
事
費
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
る
。

問　

バ
ス
路
線
、
交
通
網
の
整
備
拡
充

に
つ
い
て
。

答　

大
滝
地
域
の
公
共
交
通
網
の
再
編

に
つ
い
て
、
町
会
理
事
会
に
出
席
し
、

各
区
長
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
。
川
又
線
に
つ
い
て
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
混
乗
型
市
営
バ
ス
方
式
、
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
方
式
へ
の
再
編
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い

る
。
大
血
川
・
三
峰
地
区
に
つ
い
て
は

診
療
所
バ
ス
の
増
発
も
検
討
し
て
お
り
、

各
地
区
へ
出
向
き
話
し
合
う
機
会
を
持

ち
た
い
。
大
滝
地
域
の
バ
ス
路
線
に
つ

い
て
絶
対
な
く
さ
な
い
た
め
に
住
民
の

声
を
聞
き
整
備
に
努
め
た
い
。

問　

大
滝
独
自
の
通
学
助
成
金
に
つ
い

て「
一
片
の
書
面
だ
け
で
説
明
が
な
い
」。

答　

旧
大
滝
村
か
ら
実
施
し
て
い
る
通

学
助
成
金
制
度
は
、
合
併
後
5
年
を
経

過
し
見
直
し
た
。
他
に
市
全
域
の
高
校

生
を
対
象
と
し
た
バ
ス
代
補
助
制
度
に

合
わ
せ
た
。
保
護
者
か
ら
、
継
続
希
望
、

ク
レ
ー
ム
等
な
か
っ
た
。

問　

市
の
危
機
管
理
対
策
に
つ
い
て
。

答　

危
機
は
全
部
所
に
存
在
し
、
各
部

局
は
所
管
事
務
に
か
か
る
危
機
の
発
生

に
備
え
、
平
常
時
か
ら
、
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す
る
な
ど
、
危
機
管

理
体
制
の
充
実
・
強
化
に
努
め
て
い
る
。

危
機
発
生
時
に
は
、
迅
速
に
総
務
部
へ

の
連
絡
及
び
市
長
へ
の
報
告
を
行
い
、

関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
応
急

対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

秩
父
鉄
道
に
つ
い
て
。

答　

三
峰
口
か
ら
羽
生
ま
で
の
秩
父
鉄

道
沿
線
の
市
町
が
集
ま
り
、
秩
父
鉄
道

整
備
促
進
協
議
会
を
組
織
し
、
国
、
県

に
要
望
す
る
と
と
も
に
鉄
道
の
安
全
対

策
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

秩
父
駅
前
〜
相
生
町
の
国
道

2
9
9
号
線
の
整
備
に
つ
い
て
、
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

答　

区
間
は
宮
側
町
キ
ン
カ
堂
前
か
ら

相
生
町
わ
か
さ
れ
交
差
点
先
ま
で
の
総

延
長
８
２
０
ｍ
、
両
側
に
2
．
5
ｍ
の

歩
道
を
整
備
し
た
幅
員
12
ｍ
で
あ
る
。

事
業
期
間
は
、
当
初
予
定
が
平
成
23
年

度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　

内
容
は
、
交
通
安
全
施
設
整
備
（
歩

道
）
事
業
と
し
て
埼
玉
県
が
実
施
す
る

事
業
で
あ
る
が
、
こ
の
路
線
は
、
市
の

都
市
計
画
道
路
と
重
複
し
て
い
る
の
で
、

県
か
ら
の
委
託
に
よ
り
市
で
用
地
交
渉

を
行
い
、
用
地
買
収
費
及
び
物
件
移
転

補
償
費
等
の
支
払
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　

進
捗
状
況
は
、
用
地
取
得
率
は
用
地

総
面
積
約
4
，
5
2
0
㎡
に
対
し
、
取

得
面
積
は
3
，
1
3
2
．
１
１
㎡
と
な

り
、
全
体
の
約
70
％
の
取
得
率
と
な
っ

て
い
る
。

地
域
に
配
慮
し
た
行
政
に

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

山　

中　
　
　

進

安
心
・
安
全
な
危
機
管
理
対
策
と
道
路
整
備

市
民
ク
ラ
ブ　

髙　

野　

勝　

盟

三峯神社行き路線バス

相生町の交差点
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問　

全
国
各
地
に
2
次
救
急
医
療
の
休

止
・
移
転
問
題
が
あ
る
。
民
間
病
院
は
、

12
年
間
に
1
，
1
0
0
も
減
る
。
秩
父

地
域
で
は
6
病
院
か
ら
小
鹿
野
中
央
病

院
も
休
止
、
市
立
病
院
・
秩
父
病
院
・

皆
野
生
協
病
院
の
3
病
院
と
な
る
。
そ

の
こ
と
で
市
長
は
、
秩
父
市
立
病
院
が

1
週
間
の
う
ち
で
3
日
か
ら
4
日
間
が

救
急
当
番
と
な
る
と
報
告
が
あ
る
。
そ

の
結
果
、
市
立
病
院
の
負
担
は
相
当
増

え
、
医
師
・
看
護
師
の
疲
労
は
極
限
に

達
し
、
も
し
市
立
病
院
が
救
急
輪
番
に

参
加
で
き
な
く
な
る
と
秩
父
で
は
救
急

医
療
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、

1
市
4
町
も
こ
の
危
機
的
な
救
急
医
療

を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
、
定
住
自
立

圏
協
定
の
も
と
財
政
支
援
と
職
場
環
境

の
改
善
を
積
極
的
に
行
い
云
々
。

　

秩
父
病
院
花
輪
院
長
は
、
病
院
建
設

に
当
た
り
、「
特
に
救
急
医
療
な
ど
で

秩
父
地
域
医
療
に
貢
献
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。」
と
病
院
だ
よ
り
に
あ
る
。

　

秩
父
病
院
建
設
は
、
ち
ち
ぶ
定
住
自

立
圏
協
定
の
中
の
移
転
計
画
と
聞
く
。

ど
の
様
な
病
院
が
出
来
る
か
。

答　

敷
地
は
5
千
坪
・
木
造
平
屋
の
病

棟
・
一
部
2
階
建
て
の
外
来
、
検
査
、

手
術
、
検
査
棟
・
待
合
、
高
次
病
院
へ

の
搬
送
ヘ
リ
ポ
ー
ト
・
駐
車
場
の
拡
充
。

問　

市
道
影
森
1
4
0
号
線
の
開
院
前

の
開
通
は
、
救
急
医
療
体
制
を
充
実
さ

せ
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を
確
立
し
よ

う
と
し
て
い
る
秩
父
病
院
側
に
対
し
て
、

「
頑
張
れ
！
秩
父
病
院
」
と
、
心
強
い

大
き
な
応
援
旗
を
立
て
る
事
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

正
に
そ
の
通
り
。
だ
が
財
政
も
厳

し
い
、
大
型
店
舗
等
関
連
を
総
合
勘
案

し
検
討
へ
。

問　

22
年
度
か
ら
の
特
別
職
人
事
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

前
市
長
よ
り
選
任
さ
れ
た
副
市
長

並
び
に
教
育
委
員
の
中
か
ら
選
任
さ
れ

た
教
育
長
に
つ
い
て
は
、
私
が
市
長
に

な
っ
て
も
市
行
政
及
び
教
育
行
政
の
推

進
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

後
任
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
し
か
る
べ

き
時
期
に
し
か
る
べ
き
方
法
に
よ
り
人

事
案
件
と
し
て
議
会
へ
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
議
会
改
革
に
つ
い
て

問　

秩
父
地
域
の
会
社
で
は
多
少
上
向

き
傾
向
の
会
社
も
あ
る
が
、
現
在
で
も

週
休
3
日
、
4
日
の
会
社
も
多
く
あ
る

こ
と
や
建
設
業
や
一
般
の
商
店
な
ど
も

不
景
気
の
極
み
に
あ
り
、
疲
弊
す
る
市

民
は
日
を
追
っ
て
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
市
議
会
も

定
数
削
減
を
実
施
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

不
十
分
と
の
声
も
多
く
、
議
員
給
料
日

当
制
や
政
務
調
査
費
廃
止
な
ど
、
ま
た

一
般
質
問
中
の
テ
レ
ビ
中
継
や
市
役
所

1
階
な
ど
で
も
観
覧
で
き
る
よ
う
市
長

か
ら
提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
な
意
見
を
お
持
ち
か
。

答　

議
員
報
酬
や
政
務
調
査
費
な
ど
の

議
会
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市

長
部
局
が
議
会
に
対
し
ご
意
見
を
申
し

上
げ
る
立
場
で
は
な
い
。
テ
レ
ビ
中
継

な
ど
に
つ
い
て
も
、
議
会
運
営
の
申
し

合
わ
せ
事
項
等
に
よ
り
議
会
自
ら
決
め

る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
議
案
に
対
す
る
質
疑
通
告

制
や
一
般
質
問
ヒ
ア
リ
ン
グ
制
度
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
お
願
い
し
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
議
員
各
位
で
ご
検
討
い
た
だ
き

議
員
総
意
で
決
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。

秩
父
病
院
、
影
森
へ
新
築
移
転
計
画
に

関
し
て

自
由
民
政
ク
ラ
ブ　

髙　

野　

安　

之

市
政
運
営
方
針
に
つ
い
て無

会
派　

上　

林　

富　

夫

影森和泉町

議場の様子
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問　

新
年
度
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
手
当

支
給
に
あ
た
り
、
給
食
費
滞
納
世
帯
の

解
決
策
と
し
て
各
学
校
間
で
協
議
等
す

る
機
会
は
無
い
の
か
、
ま
た
、
何
か
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答　

給
食
費
滞
納
世
帯
対
策
は
、
基
本

的
に
各
学
校
ご
と
に
対
応
を
と
っ
て
い

る
が
、
可
能
な
範
囲
で
実
例
報
告
の
場

を
設
け
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
直
近
の

資
料
に
よ
り
、
滞
納
世
帯
２
０
９
世
帯
、

合
計
金
額
４
４
３
万
余
円
。

●
秩
父
地
域
の
平
成
の
市
町
村

合
併
を
市
長
に
問
う

問　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政
権
公
約
）
の

考
え
方
に
つ
い
て
、「
吉
田
地
域
商
工

研
究
会
」
が
補
助
金
要
望
し
た
際
、
市

長
か
ら
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
商
工
団

体
の
共
存
共
栄
を
説
明
さ
れ
た
が
、
市

長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
一
部
商
工
団
体

関
係
者
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
書
面
も

な
い
が
市
長
の
見
解
は
。

答　

商
工
会
議
所
、
商
工
会
な
ど
商
工

団
体
の
共
存
共
栄
を
図
っ
て
い
く
こ
と

は
、
私
の
政
治
的
基
本
方
針
で
あ
り
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
解
釈
と
し
て
、
辞
書

に
よ
れ
ば
「
宣
言
、
声
明
書
の
意
味
で
、

個
人
ま
た
は
団
体
が
方
針
や
意
図
を
多

数
者
に
向
か
っ
て
は
っ
き
り
と
知
ら
せ

る
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
た
め
の
演
説
や

文
書
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

問　

吉
田
地
域
の
商
工
業
者
へ
の
支
援

策
に
つ
い
て
。

答　

新
年
度
よ
り
、
吉
田
地
域
商
工
研

究
会
予
算
を
、
研
究
会
99
万
1
千
円
、

商
工
会
吉
田
支
部
予
算
（
新
規
）
を
１

５
４
万
7
千
円
と
し
て
新
年
度
よ
り
新

た
に
補
助
す
る
。（
商
工
会
は
他
に
本

会
よ
り
12
万
5
千
円
補
助
さ
れ
て
い

る
。）

◎
政
教
分
離
に
つ
い
て

◎
集
落
支
援
に
つ
い
て

こ
ど
も
手
当
に
つ
い
て市

民
ク
ラ
ブ　

笠　

原　

重　

男

編

集

委

員

編編

集集

後後

記記

議

会

用

語

解

説

●
一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
は
、
議
案
に
関
係
な
く
、

行
財
政
や
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
市
長

を
は
じ
め
と
し
た
執
行
機
関
に
対
し
て

見
解
な
ど
を
問
う
も
の
で
、
定
例
会
で

の
み
行
わ
れ
ま
す
。
議
会
で
は
、
議
案

の
審
議
と
同
じ
よ
う
に
、
一
般
質
問
も

重
要
な
役
割
を
も
っ
て
お
り
、
市
民
の

考
え
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
市

当
局
と
自
由
に
討
議
が
で
き
る
場
で
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
演
壇
で
の
質
問
の
際
、
議
事

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ
せ
る
た
め
会
議

規
則
に
よ
り
、
前
も
っ
て
質
問
の
要
旨

を
文
書
で
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
円
滑
な
議
事
運
営
お
よ
び
適

切
な
答
弁
を
得
る
た
め
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

●
意
見
書
と
は

　

議
会
に
は
、
そ
の
自
治
体
に
関
係
あ

る
こ
と
や
広
く
市
民
生
活
に
か
か
わ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
国
、
県
ま
た
は
関
係

行
政
機
関
に
対
し
、
意
見
書
の
提
出
権

が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
も
の
で
、
住
民

の
代
表
で
あ
る
議
会
に
意
見
書
を
提
出

す
る
機
会
を
与
え
行
政
に
住
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
意
見
書
の
内
容
は
、
特
に
制

限
は
な
く
、
議
会
で
決
定
し
て
国
や
県

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
さ
ま
に
届
く

時
は
、
新
し
い
市
議
会
体
制
に
な
り
、

新
緑
も
濃
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
は
合
併
し
た
時
に

経
費
の
削
減
を
理
由
に「
市
報
ち
ち
ぶ
」

に
合
冊
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
と
し
て
は
、

一
、
議
会
と
執
行
部
は
行
政
に
向
け
た

姿
勢
が
異
な
る
。
二
、
合
冊
で
は
市
報

と
議
会
だ
よ
り
の
区
別
が
し
づ
ら
い
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
で
分
冊
を
め
ざ
し

て
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
の
検
討
も
行
い
な

が
ら
要
求
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
案
の
説
明
文
や
一
般
質
問

の
個
人
枠
・
写
真
の
取
り
入
れ
・
ペ
ー

ジ
の
段
数
の
変
更
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
見
や
す
い
議
会
だ
よ
り
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
い
、
今
回
か
ら
市
報
と

分
冊
と
な
り
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

今
後
と
も
、
議
会
内
容
を
皆
さ
ま
に

知
ら
せ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
の
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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